
第２回佐賀市立図書館大規模改修基本構想・基本計画策定委員会 

次第 

 

日時：令和５年９月２８日（木） １０：００～ 

場所：佐賀市立図書館大集会室 

参加者：策定委員会委員 

青木茂建築工房 

    佐賀市 図書館ほか関係職員 

 

次第 

 

１． 挨拶 

 

２． 策定業務の進捗について 

（１）株式会社青木茂建築工房より報告 

（２）図書館より報告 

 

３． 基本構想案の説明（青木茂建築工房） 

 

４． その他 

 



市立図書館本館に関する市民意向調査結果 
 

 

 

 

 

１ 市立図書館本館の利用（来館）状況 

利用(来館 )の頻度  全 体 の 割 合  う ち 30 代 以 下  う ち 60 代 以 上  

おおむね週１回以上  2.1%  2.3%  2.8% 

おおむね月１回以上  6.4%  5.4%  6.1% 

数か月から半年に１回程度  9.2% 10.3%  8.5% 

１年に１回程度  6.2%  8.2%  4.7% 

定期的ではないが、利用したことがある 40.9% 55.6% 31.9% 

利用したことがない 33.0% 18.2% 42.4% 

無回答  2.1%  0.0%  3.6% 

 

○市立図書館本館を利用したことがない人や、利用頻度が少ない人が、

全体の約８０％を占めている。  

 

２ 利用しやすくなるために充実すればいいと思う機能 

充実を求める機能  全 体 の 希 望 割 合  う ち 30 代 以 下  う ち 60 代 以 上  

静かに読書ができる 

スペース 

44.9% 

(1 位) 

48.1% 

(2 位) 

38.6% 

(1 位) 

駐車場の充実 
38.7% 

(2 位) 

45.2% 

(4 位) 

30.0% 

(2 位) 

個人毎に区切られた 

読書スペース 

34.3% 

(3 位) 

47.0% 

(3 位) 

25.5% 

(4 位) 

Wi-fi や電源利用が 

可能なスペース 

30.9% 

(4 位) 

57.7% 

(1 位) 

15.6% 

(9 位) 

新たな交流が生まれる 

スペース 

28.1% 

(5 位) 

33.9% 

(8 位) 

26.6% 

(3 位) 

軽食や物品の販売 
27.1% 

(6 位) 

38.5% 

(5 位) 

20.1% 

(5 位) 

合計 80.1% 

 

令和５年度 佐賀市民意向調査 

※有効回収数 1,135 人  補正後の母数 10,663 件 ､ 

うち 60 代以上 5,973 件 ､30 代以下 1,618 件  



子どもが過ごしやすい 

スペース 

24.2% 

(7 位) 

36.2% 

(6 位) 

19.6% 

(6 位) 

飲食しながら読書できる  

スペース  

22.9% 

(8 位) 

35.0% 

(7 位) 

16.1% 

(8 位) 

グループ学習や活動が 

できるスペース 

22.0% 

(9 位) 

28.9% 

(9 位) 

17.4% 

(7 位) 

作品展示、活動発表が 

できるスペース 

15.9% 

(10 位) 

17.1% 

(10 位) 

15.6% 

(9 位) 

無回答 18.7%  3.6% 27.7% 

 

○高齢層は静かに読書ができるスペースを最も多く望んでいるが、若年

層は、それ以上にＷｉ－ｆｉや電源を利用できるスペースの整備を望

んでいる。 

 ○高齢層の３０％近くは、質問に無回答。 

 

３ その他の調査等（参考） 

 ◎令和５年度 図書館利用者アンケート 
（有効回収数 348 件、調査期間：5/11-5/24）  

○現在の利用者は現状の建物やサービスに対してほぼ満足している。 

 

 ◎「さが未来発見塾 in 佐賀市」（佐賀新聞社主催） 

  （市内高校生１６人、活動期間：5/12～ 7/7）  

○ワークショップや取材を通じて未来計画を提案 

   「五感で楽しめる」市立図書館 

 

 ◎メッセージボードによる意見収集（主に小中学生） 

  （有効回答数 487 件、実施期間：7/21～ 8/30）  

  ○市民意向調査と同様の意見が多かったが、小中学生ならではの傾向

も見られた。（駐車場関係は少なく、マンガ関係が多い） 

 

 ◎街頭ヒアリング 

  （9/16,17,18、イベント会場や駅の周辺でヒアリング実施）  

 

 ◎ワークショップ 

  （9/23 実施、10/29 予定、参加者：18 人） 
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◎令和５年度 図書館利用者アンケート 

※有効回収数 348 件、調査期間：5/11-5/24 

○現在の利用者の満足度 

調査項目 「満足」「やや満足」の割合 【参考】令和 4 年度結果 

図書館の居心地 95.6% 95.7% 

貸出・返却の利用具合 94.3% 95.6% 

調べものコーナーの利用具合 94.2% 94.5% 

児童コーナーの利用具合 94.8% 96.9% 

開館時間、開館日数 87.7% 90.2% 

 



連番 大分類 件数 割合 小分類 件数 割合 主な意見

1 閲覧・学習スペース 73 15%

2 配架・レイアウト 23 5%

3 間取り全般 22 5%

4 キッズスペース 17 3%

5 トイレ 58 12%

6 館内環境 34 7%

7 検索 18 4%

8 インターネット環境 7 1%

9 カート 4 1%

10 表示 4 1%

11 本リクエスト 57 12%

12 マンガ 39 8%

13 その他施設 12 2%

14 設備 11 2%

15 椅子・ベンチ・机 10 2%

16 借りた本の履歴 4 1%

17 運営 25 5%

18 イベント 6 1%

19 防犯 4 1%

20 託児 2 0%

21 飲食 23 5% 飲食 23 5%
・スターバックスコーヒーを入れて欲しい。
・飲食ができるところを増やしてほしい。

22 館外・周辺環境 10 2%

23 駐車場・駐輪場 10 2%

24 建物 5 1% 建物 5 1%
・正面の大きな窓のシート（遮熱シート）を貼り替えてほしい。見映えが悪い。
・災害に強い図書館にしてほしい。

25 現状肯定 5 1%

26 その他 4 1%

合計 487 100% 487 100%

・閲覧席数を増やして欲しい。
・学習スペースが増えるといい。
・一人で読書できるスペースがほしい。
・スタッフに聞かなくてもわかるような子供に分かりやすい配架
・障がいのある人が声を出してもいいコーナーがほしい。
・小さい子どもが遊べるスペースがあってほしい。

・トイレを増やして欲しい。
・トイレをきれいにしてほしい。
・トイレを洋式にしてほしい。
・空調設備を改善してほしい。空気の流れが悪い。
・照明を明るくして欲しい。
・柔軟剤のにおいで本は読めない。香害対策をしてほしい。
・検索用PCの台数を増やして欲しい。
・検索方法をもっとわかりやすく。
・Wifi環境を充実して欲しい。

・最新の本をもっと展示してほしい。
・子ども向けのシリーズ（本）を増やしてほしい。
・流行りのマンガを増やしてほしい。

・コンビニがあるといい。
・アスレチック施設が欲しい。
・遊具がほしい。
・２階の書庫へ行けるエレベーターがほしい。
・端末を増やしてほしい。
・椅子を増やしてほしい。

・開館時間を延ばしてほしい。
・ドライブスルーで本を返したり、予約の本を受け取ったりできたらいいな。
・借用手続き前の本も持ち込める学習室が欲しい。
・図書館の近くで祭りを
・防犯面の充実を望む（防犯カメラの設置）
・選書の間、赤ちゃんを預かってもらいたい。

・噴水を設置してほしい。
・木陰の充実を
・駐車場をもっと広くしてほしい。

・このままの感じの図書館がいい。
・アプリを分かりやすくして欲しい。
・POPの充実を

佐賀市立図書館大規模改修事業に対する市民（主に小中学生）の意見

28%135館内間取・配置

26%125館内環境

20%96図書資料

8%37設備

2%9その他

8%37運営

館外・周辺 20 4%



～どんどんどんの森（どん3の森）の名前の由来～
佐賀弁の3拍子の言い回しを使い、躍動感あふれる太鼓の音の「どんどんどん
」と、「どんどんどんと突き進む」これからの佐賀市の発展と 、いつまでも
市民の憩いの場所でありつづけて欲しいという願いが込められています 。

水路に囲まれた佐賀らしい風景と、区
域内の専用道路のあるユニークな区画
です。樹形が非常に整った美しい樹木
が多く、秋にはメタセコイヤの並木を
眺めに市内外から人が訪れます。

現状分析　ー敷地や建物の分析ー

メタセコイア並木が美しい専用の周回道路があり安全
である

整備が行き届いている広場
アバンセとのつながりがあまり無く、カフェの機能が重複
している

Point

P

樹形が美しくどこからでも
緑が見える敷地周辺に水辺がある

アイストップが無い

植木で歩行者や対向車が見え
ず出車時に危険

図書館用としては不足しな
いものの公園でのイベント
時に利用されるため公園利
用者が駐車できない

西側と地下駐車場の出入り
口が連続しており危険 駐車場の区画が狭い

駐輪場の秩序が保たれてい
ない

公園の広場側は貯水池の機能
がある

敷地南西側のインターロッキ
ングが大雨の際に浮き上がる

外観から図書館であることが
視認しにくい

公園や歩道に車が乗り込める
状況のため危険

屋外とのつながりがない

1
2
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階段が奥にあり、２階の存
在に気づきにくい

開架の割合が大きく、閉架が
少ない

明るくて落ち着く小スペース 断熱フィルムがはがれている 公園利用者に認識されていな
い様子

手入れがかなり行き届いて
いてとても綺麗

吹抜けで開放感が
あり心地良い空間

間取変更後の排煙
チェックが必要

ベランダと図書館が一体に
なっていないため、認知さ
れていない

Point

カフェの入口が閉鎖的な印象

掲示物が多くまとまりがない

１階

物が置いてあり
シャッターが閉
まらない

吹抜け形と展示がバラバラ 溜まりの空間になっていない
入り口からの人の流れが悪く
閉鎖的な印象

Point

入口が狭い

使う人が限られている階段

授乳室がアコーディ
オンドアで安心でき
ない

木の黄色とピンク系が合って
いない

Point

花の手入りが行き届いてい
てとても美しい

BDSを隠す
工夫があるスペースが大幅に不足して

いる

避難経路にたくさんの荷物
が置いてある

見えやすい所に絵画の展示
棚があり認識しやすい

フローリングであたたかみ
がある

Point

吹抜け部分の本が日焼けし
ている

N

Point

Point

現状分析　ー敷地や建物の分析ー

書架に組み込まれた閲覧室
が邪魔になっている

閲覧スペースが
不足している

一般開架は声を出せない雰
囲気で緊張感がある

ハンディキャップサービス
スペースが奥まっており分
かりにくい

カウンター、及び事務室の
連携がとりづらい

雨漏りがある

東側のカフェ前のスペース
の需要が高く談話を楽しむ
人が多い

児童用トイレ
が暗い

野外エントランス
周辺の照明がない

書架が高すぎる

点字ブロックがカウンター
までしかない

駐車場から遠く認識しにくい

避難経路は法律上は問題ない
が、実際の避難時を考慮する
と北側に出入り口が必要

噴水が止ま
っている

2
3
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通路に物を多数置いてあり
面積が不足している 吹抜けで心地良いが開覧スペ

ースがほとんどなく、活かせ
ていない

Point

バルコニーが活かされてい
ない

Point

漏水があり、上階に電気室
があるため大変危険な状態

更衣室として使用している
がガラス張りになっている

倉庫として使用されていて
物の整理ができていない

(倉庫)

荷物で窓を塞いでいる

機器が充実し、吹抜けで開放
感がある

ホワイエが広すぎて有効活用
しづらい

プラン変更部分の排煙チェッ
クが必要

床汚れ
対応が必要

用途の整理が必要

ハイビジョンのみの用途のた
め利用が限られている

テラスとのつながりがない

ギャラリーの視認性が低い

大会議室は使用頻度が高い

倉庫として使用されている

Point

現状分析　ー敷地や建物の分析ー

図書館とホール・会議室ゾ
ーンが別々の空間となって
いる

2階の開架がわかりにくい

身障者はEVから開き扉を
経由するため、利用しづらい

wi-fiの範囲が狭い

ボランティア室が狭くカウ
ンターや事務室との連携が
図りにくい

書架の死角が多く、カウンタ
ーもないため防犯性が低い

電波時計が受信できない

2階

N

書架の間隔が狭いため身障
者が利用しづらい

3
4



通路に物を多数置いてあり
面積が不足している 吹抜けで心地良いが開覧スペ

ースがほとんどなく、活かせ
ていない

バルコニーが活かされてい
ない

漏水があり、上階に電気室
があるため大変危険な状態

更衣室として使用している
がガラス張りになっている

倉庫として使用されていて
物の整理ができていない

倉庫

荷物で窓を塞いでいる

機器が充実し、吹抜けで開放
感がある

ホワイエが広すぎて有効活用
しづらい

プラン変更部分の排煙チェッ
クが必要

床汚れ
対応が必要

用途の整理が必要

ハイビジョンのみの用途のた
め利用が限られている

テラスとのつながりがない

ギャラリーの視認性が低い

大会議室は使用頻度が高い

倉庫として使用されている

現状分析　ー敷地や建物の分析ー

図書館とホール・会議室ゾ
ーンが別々の空間となって
いる

階の開架がわかりにくい

身障者は から開き扉を
経由するため、利用しづらい

の範囲が狭い

ボランティア室が狭くカウ
ンターや事務室との連携が
図りにくい

書架の死角が多く、カウンタ
ーもないため防犯性が低い

電波時計が受信できない

階

書架の間隔が狭いため身障
者が利用しづらい

3

ゲートが使われていない

サインがないため場所がわ
かりづらい

身障者が安全に移動できる
通路がない

Point

道路幅は十分で安全性が高い回転範囲が狭く大型車は不便

現状分析　ー敷地や建物の分析ー

屋外トイレは死角が多いた
め防犯上望ましくない

施錠可能なごみ庫の面積が
不足している

団体貸出用・BM書庫を通ら
ないと廃棄物を出しに行け
ない

駐車場内の照明が暗い

駐車区画が狭い

水害対策に不安がある止水板の設置に手間がかかる

換気が十分に機能していない団体貸出用・BM書庫の湿度
が高い
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図書利用

貸館

公園管理担当
部署との連携

情報発信

その他
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自動車図書館
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